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研究成果の概要：聴覚障害学生を対象とした体育･スポーツ指導時の情報提示方法について検討

した。聴覚障害学生は、実際の学習場面でどのような要望をもっているか現状と課題について

調査した。次に視覚情報提示方法のシステム開発を行い、そのシステムを使った方法で運動調

節や BGM などのリズムに適応した運動が可能かどうかを実験的に検討した。 
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１．研究開始当初の背景 
 聴覚障害者の体育・スポ－ツ指導において
は、実際の動きに同期した言葉がけによる指
導が困難であるため、さまざまな配慮や情報
保障が必要である。しかし、これまでのとこ
ろ、補聴システムによる聴覚活用と指導者の
コミュニケ－ションスキルに頼る指導が行
われているのが現状である。 
 ステップ系の運動は、聴覚―運動連合を発
達させるものであり、聴覚のサポートにより
音楽と動作を同期させ、運動をコントロール
している。しかし、聴覚に障害がある学生は、
視覚情報に頼って運動をコントロールしな
ければならず、リズミカルな動きを苦手とす
る者が多いことが指摘されている。そこで聴

覚障害学生を対象とした大学体育授業にお
いて、エアロビクスダンスを教材とした授業
を展開し、音楽をスポーツ感覚で取り入れ、
踊ることの楽しさを知るとともにリズミカ
ルな動きやボディバランスとの関連性につ
いて検討した一連の研究結果から以下のよ
うな課題があることを指摘した。 
 
(1) 実際の動きに同期した言葉がけによる
指導が難しいため、動き作りの中で指導者が
意図するイメ－ジと学生が抱くイメ－ジに
ギャップが生じ、指導者が意図していない概
念として受取られる場合があること 
 
 



(2) 指導者が用いる手話やゼスチャ－によ
って、運動中の学生の動きが中断されてしま
うこと 
 
(3) 当該学生以外の学生への情報保障が中
断される場面が発生すること 
 
(4) 聴覚活用だけでは動きの中でリズムを
捉えきれないこと 

これらの課題に対し、視覚活用とリズム適
応を目指した聴覚障害者の体育スポ－ツ指
導について検討することは意義のあること
だと考えられた。 
  
 
２．研究の目的 

本研究は、聴覚障害学生を対象とした、視
覚活用とリズム適応を目指した体育・スポ−
ツ指導法について検討し、指導者のコミュニ
ケ−ションスキルに頼る方法だけではなく、
メディアや情報支援機器なども取り入れた
新しい指導スタイルを構築することを目的
とした。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 聴覚障害者の体育･スポ−ツに関する学
習環境とニ−ズに関する現状調査 
 
①聴覚障害学生の大学在籍状況、体育･スポ−
ツに関する学習環境とニ−ズ 
対象：国内の大学・短期大学のうち、北海道・
東北・関東地区の大学とした。 
方法：予備調査の結果をもとに、現在聴覚障
害学生が在籍し、聴覚障害学生の体育・スポ
ーツ指導において配慮や工夫をしており、調
査協力の承諾が得られた５校で聞き取り調
査を実施した。調査は、当該校における体
育・スポーツ指導担当教員、聴覚障害学生、
クラスメ−ト、補助担当者を対象とした。 
 
②専門領域としての体育・スポ−ツの学習環
境と聴覚障害学生のニ−ズ 
対象：全国聾学校体育連盟に加盟する学校と
その卒業生を対象とした。 
方法：専門領域として体育・スポ−ツを学ぶ
学生の追跡調査を依頼した。次に、学習環境
ならびに学習支援の基礎資料を得るために、
同意を得られた学生、卒業生を対象としたア
ンケ−トならびに面接調査を実施した。 
 
(2) リズムや運動、音声情報の可視化のため
のシステム開発 

聴覚障害学生にわかりやすい情報提示方
法ということをテーマに、音楽、リズムや音
声情報の可視化のためのシステムを試作し、
リズムステップテストとしてその評価実験

を行った。 
 

①対象 
聴覚障害学生 23 名（19～22 歳、聴力レベ

ル 90dB 以上）と健聴学生 32 名（19～23 歳、
聴力レベル 40dB 未満）とした。 
 

②測定項目 
光刺激による全身反応時間、リズムステッ

プテストならびスポーツ経験と音楽に関す
るアンケート調査である。 
リズムステップテストは、以下に示す 3条

件によるステップ動作をビデオ撮影し、画像
分析により、安定性と正確性を算出した。 
 

条件１ 情報なし 
条件２ 視覚情報 
条件３ 視覚情報と聴覚情報 
 
視覚情報表示は、ミラープロジェクターに

青色の 4つの丸が映し出され、バーが左から
右に移動するものである（図１）。青色の丸
を通過するときに赤色に発光する。発光と同
時にドラム音を PC（personal computer）よ
りアンプを通し、90dB で出力した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１  視覚情報パタン 
 
 
③分析方法 
 光刺激による全身反応時間は、5 回実施し
たうち、最大値と最小値を除く 3回の平均値
を算出した。 
 
 画像分析により、表示との時間的誤差を算
出し、これを正確性とした。 
 また、一定のテンポで反復したステップ動
作ができるかを見るために、左右のステップ
の時間的誤差を算出した。これを安定性とし
た。これらの結果を、聴力と運動経験別に 4
群に分け比較検討した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 聴覚障害者の体育･スポ−ツに関する学
習環境とニ−ズに関する現状調査 
 



 ①聴覚障害学生の大学在籍状況、体育･スポ−
ツに関する学習環境とニ−ズ 
調査の結果、大学の一般体育実技では、以

下のことが示された。 
受講形態：健聴学生と一緒のクラスが最も多
いが、講義振替や障害のある学生を対象とし
た種目で受講する場合もあった。 
授業補助：補助者、クラスメ−トのボランテ
ィアによる補助、指導者の配慮・工夫による
補助がみられた。 
障害学生に対する配慮・工夫：ゼスチャ−を
多用、声を大きくする、資料を配布する、板
書やボ−ドなどの視覚情報を多用することな
どがあげられていた。一方で、聴覚障害学生
自身が障害の公表と特別な配慮を希望しな
い場合もあった。 
 
②専門領域としての体育・スポ−ツの学習環
境と聴覚障害学生のニ−ズ 

聾学校から大学等への進学者のうち体
育・スポ−ツを専門とする領域へ進学する割
合は、2000 年以降進学者全体の 3〜10%前後
であり、保健体育教員免許状は、体育系学部
等に進学し、既卒者の約 9割が取得したこと
が示された。しかし、大学側の受け入れ体制
は十分でなく、とくに教育実習と実技･実験
などでの支援のあり方については課題が指
摘され、それらを含め、大学間で情報共有し
た支援モデルづくりが必要であると考えら
れた。 
 
(2) リズムや運動、音声情報の可視化のため
のシステム開発 
 
①視覚情報と反応 

光刺激による全身反応時間は聴覚障害学
生が 0.44±0.05sec（平均値±標準偏差、以
下同じ）、健聴学生が 0.46±0.05secであり、
有意な差は認められなかった。このことより、
視覚情報による運動実施は聴覚障害の有無
に関わらず可能であると考えられた。 

 
②リズムステップテスト結果 

正確性の結果を 4群で比較した（図２）。
その結果、聴覚障害学生と健聴学生との間に
差は認められなかったが、すべての群で、情
報提示条件（条件２、３＜条件１）による有
意な差が認められた。 
この結果から、本研究で使用した視覚情報提
示は正確性のサポートには有効であると考
えられた。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 運動経験による正確性の比較 
 
 
安定性についても 4群で比較した（図３）。 
それぞれの群で、情報提示条件による差は認
められなかったが、聴覚障害学生では運動経
験の有無（NAD 群＜AH 群）に有意な差が認め
られた。 
このことから、聴覚障害者の安定性は運動経
験により向上することが推察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２ 正確性の結果 
 
図３ 運動経験による安定性の比較 
 
 
 次に、聴覚障害学生を運動経験と音楽経験
の有無で比較した。その結果、対象は運動経
験はあるが音楽経験なし(ANMD)、運動も音楽
も経験あり(AMD)、運動も音楽も経験なし
(NANMD)の 3 群に分類された。 
正確性では、3群間に有意な差は認められ

なかった。また、安定性でも、運動群では、
音楽経験の有無よる条件間での差は認めら
れなかった。しかし、条件３において、ANMD
と NANMD群間で差が認められた(ANMD<NANMD、 
p<0.05)（図４）。このことより、安定性は、
音楽に興味があり、楽器が演奏できることよ
りも、運動経験の影響が大きいと考えられた。 
聴覚障害者にリズムを理解させる方法と

して、息が上がるような激しい動きを体験さ
せ、その鼓動や呼吸でリズミカルを理解させ
る、指導者の動きを模倣させて拍節を理解さ
せる方法等が報告されている。ステップの安
定性、リズミカルな動きは、視覚提示だけで
はなく、身体運動として学習することが有効
であると推察された。 
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図４ 運動経験と音楽経験による安定性 
 

ステップの正確性と安定性において、対象
者の聴力レベルよりも音楽やスポ−ツに対す
る興味や実施経験との関連性が認められた。
また、パ−ソナルリズム、リズム認識やステ
ップ動作では、聴覚障害学生群と健聴学生群
との間に差は認められなかった。さらに視覚
情報と音情報を同時に提示する方法がもっ
とも正確性と安定性が高かったことから、聴
覚障害学生にわかりやすい情報提示方法は、
健聴学生にも同様にわかりやすい情報提示
方法であることが示唆された。 
 
 聴覚障害者の体育・スポ－ツ指導において、
視覚活用とリズム適応に視点をおいて研究
に取り組んでいるは我々のグル－プだけで
ある。また、指導者のコミュニケ－ションス
キル以外にも障害に配慮した新しい指導ス
タイルは、健聴者とともに学ぶ聴覚障害者を
指導する場面（学校、地域のスポ－ツクラブ、
民間スポ－ツクラブ等）や高齢者などの特別
な配慮を必要とする指導形態にも応用が期
待される。 
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